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鴨
女
町
団
地
と
城
ノ
浜

　
半
世
紀
を
超
え
て
市
民
に
住
宅
を
提
供
し
て
き
た
市
営
鴨
女
町
団
地
の
建
て
替
え
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
30
年
代
の
建
築
で
し
た
。
建
物
や
設
備
が
老
朽
化
し
、
安
全
面
や

機
能
面
で
の
課
題
が
出
て
き
て
お
り
、
新
し
い
住
宅
の
整
備
が
急
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　
鴨
女
町
の
現
敷
地
で
の
建
て
替
え
を
機
会
に
、市
と
し
て
は「
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」

と
「
鴨
女
町
団
地
建
替
基
本
計
画
」
を
つ
く
っ
て
、
榕
城
校
区
内
の
６
団
地
を
鴨
女
町
に

集
約
し
て
建
て
替
え
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
団
地
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
４
階
建
て
、
３
棟
計
64
戸
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
も
備
え
ま
す
。
測
量
、
地
盤
調

査
な
ど
を
２
０
２
２（
令
和
４
）年
度
か
ら
始
め
て
お
り
、

事
業
の
期
間
は
、
２
７
年
度
ま
で
の
６
年
間
に
わ
た
り
ま

す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
約
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地

を
南
北
二
つ
の
工
区
に
分
け
、
ま
ず
１
工
区
と
し
て
、
南

側
に
Ａ
棟
（
28
戸
）
と
Ｂ
棟
（
16
戸
）
を
新
築
し
、完
成
、

入
居
後
、
２
工
区
の
旧
住
宅
を
解
体
し
、
Ｃ
棟
（
20
戸
）

新
築
に
進
み
ま
す
。

　
１
月
14
日
に
あ
っ
た
起
工
式
は
、
空
き
家
と
な
っ
て
い

た
建
物
を
解
体
し
た
敷
地
内
に
、
関
係
者
が
集
ま
っ
て
催

さ
れ
ま
し
た
。
鍬
入
れ
な
ど
の
式
典
を
終
え
た
後
、
ま
だ

入
居
者
の
い
る
建
物
周
辺
を
歩
く
と
、
団
地
が
で
き
て
間

も
な
い
頃
の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　
か
つ
て
は
競
馬
場
も
あ
っ
た
一
帯
は
城
ノ
浜
に
ほ
ど
近
く
、
北
西
の
季
節
風
の
強
い
冬

場
は
、
砂
粒
が
顔
に
当
た
っ
て
痛
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
鴨
女
町
団
地
が
通
り
ぬ
け
て
き
た
70
年
近
い
間
に
、
海
浜
の
埋
め
立
て
が
進
ん
だ
だ
け

で
な
く
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
住
み
よ

い
島
、
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
築
く
た
め
に
や
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
、
身
を
ひ
き
し

め
ま
し
た
。

市営鴨女町団地起工式

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 212 弾第 212 弾

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【作り方】
① あずきは煮て、八分つきにしておく。
② ①に水と砂糖を入れて、よく混ぜる。
③ 卵白を泡立てて、②とさっくり混ぜる。
④ もち粉とかるかん粉を、ダマができないように数回に分けて入れ、よく混ぜ合わせる。
⑤ 流し箱にラップをしき、④を入れて約 40 ～ 45 分蒸す。竹ぐしをさしてみて、生地がついてこなけれ
　ば出来あがり。
※茹であずき缶を使っても良い。その時は砂糖の量を控える。
※かるかん粉を同量の上新粉に替えると、モチモチとした食感になります。

【材料】
あずき…150g
かるかん粉…120g
もち粉…30g
砂糖…150g

水…150 ㏄
卵白…2 個分
塩…少々

「こうらい（これがし）」「こうらい（これがし）」～盆や正月、冠婚葬祭の折に作られた伝統菓子～～盆や正月、冠婚葬祭の折に作られた伝統菓子～

⑬ 市政の窓2025.1 月号


